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る取り組みを進めています。平成 26 年 10 月からは、実施事業者により、「安全・
安心の確保」のための堤防補強から、工事が始まっています。（イメージ図①発
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市では、平成 22 年 12
月に錦海塩田跡地を取
得してから、市民の皆
さんと意見を交わしな
がら、跡地の有効活用
に向けて検討を行い、
太陽光発電事業を軸と
して、安全・安心の確
保とまちの活性化を図
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考
え
て
い
ま
す
。

　

錦
海
塩
田
跡
地
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
や
、
図
書
館
の
建
設
な

ど
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
つ

つ
あ
る
今
、
瀬
戸
内
市
誕
生
10
周

年
を
新
た
な
飛
躍
の
年
と
し
て
い

き
ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業
の
進
捗

状
況

　
10
月
以
降
、
堤
防
補
強
な
ど
安

全
・
安
心
対
策
の
た
め
の
工
事
が

本
格
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
住
民
を
対
象
に

工
事
説
明
会
を
平
成
25
年
７
月
、

平
成
26
年
２
月
に
続
き
10
月
28
日

か
ら
30
日
に
か
け
て
開
催
し
、
延

べ
57
人
の
参
加
が
あ
り
、
実
施
事

業
者
が
工
事
計
画
、
安
全
対
策
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
11
月
７
日
に
は
工
事
の

本
格
化
に
当
た
り
、
実
施
事
業
者

　
は
じ
め
に

　　
11
月
１
日
、
瀬
戸
内
市
誕
生
10

周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
人
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
瀬
戸
内

市
の
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
さ
ん

に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
を
一
区
切
り

と
し
、今
私
た
ち
の
眼
の
前
に
は
、

「
次
な
る
挑
戦
へ
の
10
年
」
が
待

ち
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
、
合
併
の
特

例
措
置
と
し
て
増
額
交
付
さ
れ
て

い
る
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、

財
政
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
と
併
せ

て
、「
人
と
自
然
が
織
り
な
す　

し
あ
わ
せ
実
感
都
市　
瀬
戸
内
」

を
目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
誇

の
主
催
に
よ
る
起
工
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
事
業
が
安
全
か
つ
着
実
に
進

展
す
る
よ
う
、
事
業
者
に
助
言
や

指
示
を
行
い
、
円
滑
な
事
業
実
施

を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
市
の
魅
力
や
認
知
度

の
向
上
を
図
る
た
め
、
跡
地
活
用

の
取
り
組
み
を
「
太

※

陽
の
ま
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
掲
げ
、
安

全
・
安
心
の
確
保
と
地
域
活
性
化
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行
政
報
告

平
成
26
年
11
月
定
例
議
会
が
11
月
25
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

用
語
の
解
説
・
備
考

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
「
ま
ち
（
国
民
一
人
一
人
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、
潤
い
の
あ

る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営

め
る
地
域
社
会
の
形
成
）」「
ひ

と
（
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊

か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
）」

「
し
ご
と
（
地
域
に
お
け
る
魅

力
あ
る
多
様
な
就
業
の
機
会
の

創
出
）」
を
一
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
。

太
陽
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

温
暖
な
瀬
戸
内
海
地
域
の
太

陽
の
恵
み
と
、
広
大
な
塩
田
跡

地
と
い
う
瀬
戸
内
市
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
太
陽
光
発
電
事

業
の
実
施
に
よ
る
「
地
域
の
安

全
・
安
心
の
継
続
的
な
確
保
と

提
供
」「
跡
地
活
用
の
貸
付
料

収
入
を
財
源
と
し
て
、
課
題
解

決
を
図
り
、
ま
た
、
豊
か
な
自

然
環
境
な
ど
市
の
持
つ
魅
力

（
地
域
資
源
）
を
生
か
し
発
展

り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
に
向
け
た
投
資
と
な
る
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
国
が
進
め
て
い
る
「
ま

※

ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
よ
る
新
た
な
交
付
金
事
業
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
市
長
特
別
枠
と

し
て
「
１
０
０
年
先
へ
人
の
輪
が

つ
な
が
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
瀬

戸
内
市
と
し
て
の
地
域
活
性
化
、

人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
新
た
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

を
図
る
跡
地
活
用
の
事
業
効
果

が
、
有
効
か
つ
長
期
に
わ
た
り
発

揮
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

地
方
交
付
税
の
削
減
と
中
期
財
政

計
画

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
地
方
交
付

税
の
段
階
的
な
削
減
は
、
合
併
前

の
旧
市
町
村
ご
と
に
支
所
が
あ
る

と
仮
定
し
た
配
分
額
の
見
直
し
が

あ
る
も
の
の
、
平
成
32
年
度
に
お

い
て
は
、
本
年
度
と
比
較
し
て
約

８
億
円
の
減
額
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
一
方
で
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
、
新
火

葬
場
建
設
、
公
共
交
通
、
マ

※

イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
社
会
情
勢
や
新
た
な
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費

が
増
加
す
る
た
め
、
今
後
公
共
施

設
の
再
編
や
民
間
委
託
の
推
進
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
な
ど
積
極

的
に
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本

※

年
度
の
中
期
財
政
計
画
で

は
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
だ
結
果
と
し
て
、
平
成

35
年
度
に
お
い
て
、
経
常
収
支
比

率
１
０
０
㌫
未
満
、
実
質
公
債
費

比
率
18
㌫
未
満
、
財
政
調
整
基
金

と
減
債
基
金
の
合
計
額
約
30
億

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で

の
７
カ
月
間
の
ご
み
の
減
量
状
況

に
つ
い
て
「
燃
や
す
ご
み
」
の
減

量
率
は
、
４
月
が
14
・
５
㌫
、
５

月
が
13・７
㌫
、６
月
が
14・２
㌫
、

７
月
が
12
・
５
㌫
、
８
月
が
12
・

３
㌫
、
９
月
が
11
・
５
㌫
、
直
近

の
10
月
末
時
点
で
は
11
・
７
㌫
で

し
た
。

　
ま
た
、「
燃
や
す
ご
み
」
の
処

理
量
に
つ
い
て
は
、
７
カ
月
の
合

計
が
約
５
、４
１
０・４
㌧
で
、
前

年
同
期
と
比
べ
て
約
２
６
２・
１

㌧
（
４・
６
㌫
）
の
減
量
と
な
っ

て
お
り
、
減
量
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
で
す
。

　

一
方
、「
古
紙
」
に
つ
い
て

は
、
７
カ
月
の
回
収
量
の
合
計
が

約
２
２
２・
３
㌧
で
、
月
平
均
約

31
・
８
㌧
と
な
り
、
前
年
同
期
と

比
べ
て
約
34
・
５
㌧
（
18
・
４

㌫
）
の
増
量
。「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

に
つ
い
て
は
、
回
収
量
合
計
が
約

31
・
４
㌧
で
、
月
平
均
約
４・
５

㌧
と
な
り
、
前
年
同
期
と
比
べ
て

13
㌧（
70・７
㌫
）の
増
量
。
ま
た
、

４
月
か
ら
新
た
に
追
加
し
た
「
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

は
、
回
収
量
合
計
が
約
99
・
５
㌧

で
、
月
平
均
約
14
・
２
㌧
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
で
リ

サ
イ
ク
ル
化
が
進
ん
で
い
る
状
況

で
す
。

　
４
月
に
ご
み
の
分
別
収
集
を
統

一
し
た
こ
と
に
よ
り
、
目
標
と
す

る
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
へ
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
、
新
た
な
品
目
の
リ
サ

イ
ク
ル
化
や
リ

※

デ
ュ
ー
ス
（
発
生

抑
制
）を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

観
光
振
興
の
取
り
組
み

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官

兵
衛
」
の
影
響
は
大
き
く
、
備
前

福
岡
へ
の
入
り
込
み
客
数
は
、
今

年
１
月
の
放
送
開
始
か
ら
９
月
末

ま
で
で
、
既
に
２
万
人
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
放
映
は
年
末
で
終
了
し

ま
す
が
、
12
月
14
日
に
は
、
福
岡

市
で
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
５
都
市
が

集
ま
り
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
、
瀬
戸
内
市
も
参
加
す
る
予
定

で
す
。

　
今
後
、
市
で
は
福
岡
地
区
の
連

さ
せ
、
将
来
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
進
め
、
活
気
が
あ
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
。

　

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個

人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で

あ
る
と
い
う
こ
と
の
確
認
を
行

う
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
社
会

保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透

明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会

基
盤
。

本
年
度
の
中
期
財
政
計
画

　

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
の

普
通
会
計
の
推
計
で
あ
る
「
中

期
財
政
見
通
し
」、
こ
の
見
通

し
を
受
け
て
平
成
26
年
度
以
降

に
取
り
組
む
具
体
的
な
方
策
を

盛
り
込
ん
だ
「
財
政
運
営
適
正

化
計
画
」、
こ
の
計
画
の
10
年

間
の
お
お
よ
そ
の
効
果
額
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
。

リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）

　

生
産
時
の
天
然
資
源
の
投
入

量
抑
制
や
過
剰
な
消
費
・
使
用

の
回
避
な
ど
廃
棄
物
の
発
生
自

体
を
抑
制
す
る
こ
と
。

老朽化が進む瀬戸内市営火葬場

平成 24 年に瀬戸内市で行われた黒田サミット

瀬戸内市誕生 10 周年記念式典

牛窓オリーブ園から望む錦海塩田跡地
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デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
目

的
地
）
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
宣

伝
）
の
合
成
語
で
、
Ｊ
Ｒ
６
社

と
地
方
自
治
体
、
観
光
事
業
者

な
ど
が
タ
イ
ア
ッ
プ
（
協
力
・

提
携
）
し
て
行
う
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
対
象
地
域
の

知
名
度
向
上
、
観
光
客
の
大
幅

な
増
加
、観
光
産
業
の
活
性
化
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

ア
ヒ
ー
ジ
ョ

　

ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
た
オ
リ
ー

ブ
油
に
魚
介
や
野
菜
な
ど
の
具

材
を
加
え
て
煮
込
ん
だ
ス
ペ
イ

ン
の
小
皿
料
理
。

と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館

も
も
て
な
し

　

岡
山
県
と
鳥
取
県
が
、
特
産

品
の
販
売
、
観
光
・
移
住
の
案

内
、
企
業
の
販
路
開
拓
支
援
な

ど
を
行
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
。

　
「
も
も
て
な
し
」
と
は
、
岡

山
県
と
鳥
取
県
の
イ
メ
ー
ジ

を
「
も
も
」
と
「
な
し
」
に
重

ね
、
手
に
手
を
と
っ
て
来
場
者

を
「
も
（
お
）
も
て
な
し
」
す

る
と
い
う
想
い
を
表
現
し
た

も
の
。

合
町
内
会
、
史
跡
保
存
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
の
皆
さ
ん

が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
「
あ

た
た
か
い
お
も
て
な
し
」
を
市

内
全
域
に
広
め
る
と
と
も
に
、
平

成
28
年
春
に
岡
山
県
と
Ｊ
Ｒ
や
観

光
業
者
等
が
協
働
で
実
施
す
る

「
デ

※

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
全
国
の
旅

行
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
へ
瀬
戸
内
市

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客
数
の
増

加
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
を
推
進

　
瀬
戸
内
市
で
は
農
林
水
産
物
を

生
産
し
て
販
売
す
る
だ
け
で
な

く
、
加
工
し
付
加
価
値
を
付
け
て

販
売
す
る
６
次
産
業
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
11
月
１
日
に
、
東
京
都
千
代
田

区
丸
の
内
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ

ン
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
「
地
場
も
ん

国
民
大
賞
」
に
お
い
て
、
全
国
か

ら
応
募
さ
れ
た
８
８
０
品
目
の
中

か
ら
、
市
の
進
め
て
い
る
瀬
戸
内

市
発
ブ
ラ
ン
ド
「Setouchi　

Kirei

（
セ
ト
ウ
チ
キ
レ
イ
）」
の

認
定
商
品「
牡か

き蠣
の
ア

※

ヒ
ー
ジ
ョ
」

と
も
瀬
戸
内
市
の
６
次
産
業
化
さ

れ
た
商
品
が
い
ろ
い
ろ
な
人
に
選

ば
れ
る
よ
う
施
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設
本
体
工
事
入
札
不
調

の
原
因

　
新
病
院
建
設
本
体
工
事
に
係
る

入
札
は
、
７
月
30
日
に
公
告
し
、

９
月
３
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

誠
に
残
念
な
が
ら
不
調
と
な
り
ま

し
た
。

　
不
調
と
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て

調
査
、
分
析
を
し
、
再
積
算
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
設
計
積

算
の
時
期
か
ら
直
近
の
再
積
算
ま

で
に
資
材
や
人
件
費
を
含
む
建
設

物
価
が
予
想
以
上
に
上
昇
し
た
こ

と
が
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　
入
札
不
調
で
開
院
時
期
が
遅
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
日
も
早
い

開
院
を
待
ち
望
む
市
民
や
患
者
の

皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
病
院
建
設
が
、
一
日
も
早
く

実
現
で
き
る
よ
う
、
運
営
計
画
や

病
床
区
分
の
見
直
し
、
再
入
札
に

向
け
て
の
本
体
工
事
と
外
構
工

が
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
に
収
穫
さ
れ

る
レ
モ
ン
も
現
在
、
市
内
の
メ
ー

カ
ー
に
よ
り
サ
ブ
レ
に
加
工
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
市
外
の

メ
ー
カ
ー
や
全
農
岡
山
と
協
力
し

て
加
工
品
の
生
産
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
９
月
28
日
に
東
京
都

港
区
新
橋
に
「
と

※

っ
と
り
・
お
か

や
ま
新
橋
館　
も
も
て
な
し
」
が

開
館
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
鳥

取
県
や
岡
山
県
の
産
品
が
販
売
さ

れ
て
お
り
、
瀬
戸
内
市
に
関
し
て

は
、
カ
キ
や
マ
マ
カ
リ
な
ど
の

「Setouchi　

Kirei

（
セ
ト
ウ

チ
キ
レ
イ
）」
に
認
定
し
た
商
品

な
ど
の
販
売
が
好
調
で
す
。
今
後

事
、
医
療
機
器
な
ど
の
購
入
に
つ

い
て
再
検
討
し
ま
す
。

新
図
書
館
整
備
に
つ
い
て

　
新
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
設
計
変
更
を
終
え
、
再
入

札
に
向
け
て
の
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
順
調
に
い

け
ば
、
平
成
27
年
１
月
着
工
、
同

年
12
月
末
頃
に
竣
工
し
、
開
館
準

備
作
業
の
後
、
平
成
28
年
度
の
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
開
館
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
で
は
、
10

月
１
日
か
ら
、
市
内
の
高
齢
者
施

設
の
う
ち
希
望
の
あ
っ
た
23
事
業

所
に
、
移
動
図
書
館
の
巡
回
サ
ー

ビ
ス
を
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
に
も
読
み
や
す
い
大
き

な
活
字
の
本
や
録
音
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ

図
書
、
画
集
や
写
真
集
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
本
を
届
け
る
ほ
か
、
図
書

館
司
書
が
、
昔
話
の
絵
本
や
紙
芝

居
な
ど
を
読
む
「
お
は
な
し
会
」

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
か
ら
は
、
具
体
的
な
本

の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
、
巡
回

サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

地場もん国民大賞表彰式

巻
之
百
十
二

　

餘
慶
寺
（
邑
久
町
北
島
）
の

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘
は
、岡
山
県
重
要
文
化
財
（
工

芸
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財

で
す
が
、
現
在
も
毎
日
夕
方
（
日

没
前
）、
ま
た
除
夜
の
鐘
と
し
て
も

突
か
れ
て
い
る
現
役
の
鐘
で
す
。

　

こ
の
鐘
に
は
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

も
と
も
と
こ
の
鐘
は
、
戦
国
時

代
の
元げ

ん
き亀
２
（
１
５
７
１
）
年

に
「
豊ぶ

ん
ご
の
く
に
お
お
い
た
ぐ
ん
ふ
ち
ゅ
う

後
国
大
分
郡
府
中
」（
大

分
市
）
の
「
今い

ま
こ
う
じ

小
路
」
に
あ
る

「
惣そ

う
ど
う
じ
ょ
う

道
場
」
に
寄き

し
ん進
（
寺
院
や
神

社
に
金
品
を
寄
付
す
る
こ
と
）
さ

れ
ま
し
た
。

　
豊
後
国
の
府
中
と
い
え
ば
、
当

時
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
い
わ
れ
た

大
友
氏
の
本
拠
地
で
し
た
。
寄
進

先
の
「
惣
道
場
」
は
、
以
前
は
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
氏
の
城
下
町

と
か
ら
、
宇
喜
多
軍
が
戦
勝
の
記

念
に
持
ち
帰
り
、
餘
慶
寺
に
奉
納

し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

４
０
０
年
ぶ
り
？
の
里
帰
り

　
こ
う
し
た
九
州
ゆ
か
り
の
文
化

財
と
い
う
こ
と
で
、
今
春
に
九
州

国
立
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
終

わ
り
ご
ろ
に
餘
慶
寺
に
も
た
ら
さ

大
分
県
か
ら
や
っ
て
来
た
!?

餘
慶
寺
梵
鐘

れ
た
と
し
た
ら
、
お
よ
そ
４
０
０

年
ぶ
り
の
里
帰
り
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
26
日
に
は
、
展

示
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、
餘
慶

寺
か
ら
梵
鐘
を
運
び
出
す
作
業
が

行
わ
れ
、
そ
の
様
子
は
公
開
さ
れ

ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
邑
久
町
史
文
化
財
編
』、『
備
前

上
寺
山
―
歴
史
と
文
化
財
―
』

岡
山
県
重
要
文
化
財
（
工
芸
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
餘
慶
寺
の
梵
鐘

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
キ
リ
ス

ト
教
の
教
会
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
研
究

で
は
、
浄
土
真
宗
寺
院
、
ま
た
は

小
規
模
な
真
宗
門
徒
の
集
会
場
の

こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

寄
進
し
た
の
は
中
国
人
！

　
鐘
を
寄
進
し
た
の
は
明み

ん
じ
ん人（
当

時
の
中
国
人
）
２
人
で
し
た
。

１
人
は
「
台
州
府
」
の
「
廬
高
」、

も
う
１
人
は
「
平
羊
縣
」
の
「
陽

愛
有
」
で
す
。「
台
州
府
」
は
中

国
浙せ

っ
こ
う
し
ょ
う

江
省
の
台タ
イ
チ
ュ
ウ州
市
、「
平
羊
縣
」

は
平ピ

ン
ヨ
ン陽
県
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
２
人
が
ど
う
い
う
人
物
な

の
か
、
何
の
目
的
で
鐘
を
寄
進
し

た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ

易
に
関
わ
る
明
人
が
、
商
人
の
集

ま
る
惣
道
場
に
鐘
を
寄
進
し
て
、

結
び
つ
き
を
強
く
し
よ
う
と
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
豊
後
の
府
中

に
寄
進
さ
れ
た
は
ず
の
鐘
が
、
な

ぜ
餘
慶
寺
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
豊
臣

秀
吉
が
天
下
統
一
の
過
程
で
九
州

に
攻
め
入
っ
た
と
き
、
宇
喜
多
秀

家
軍
が
豊
後
に
進
行
し
て
い
る
こ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

府
中
の
今
小
路
辺
り
は

商
業
地
域
だ
っ
た
よ
う

で
、
惣
道
場
に
出
入
り

す
る
人
は
商
人
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

時
の
府
中
は
、
中
国
・

朝
鮮
や
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
、
外
国
と
の
貿
易
が

盛
ん
な
貿
易
都
市
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
貿
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

　
市
で
は
、
平
成
27
年
瀬
戸
内
市

成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）

　
受
付
：
午
前
10
時
〜
午
前
10
時

△平成 26 年瀬戸内市成人式会場にて

　
30
分
、
式
典
・
記
念
行
事
：
午

　
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１

問

お
知
ら
せ

　
必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
が
負
担
す
る
保
険
税
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
急
病
の
場
合
を
除
き
、
診
療
時

　

間
内
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

　
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受

診
は
、
急
病
人
の
治
療
に
支
障
を

き
た
す
ほ
か
、
診
察
代
が
割
高
に

な
り
ま
す
。

②
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

　
か
か
り
つ
け
医
に
、
日
常
的
に

病
状
・
病
歴
、
健
康
状
態
を
把
握

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
急
病
時
に

も
素
早
い
対
応
を
し
て
も
ら
い
や

す
く
な
り
ま
す
。

③
同
じ
病
気
で
医
療
機
関
の
重
複

　

受
診
は
し
な
い

　

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る

  

適
正
受
診
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

と
、
一
貫
し
た
治
療
を
受
け
に
く

く
な
り
、
病
気
の
回
復
を
遅
ら
せ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
薬
の
も
ら
い
過
ぎ
・
飲
み
合
わ

　

せ
に
注
意
す
る

　
飲
み
忘
れ
な
ど
で
薬
が
余
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
医
師
や
薬
剤
師

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
複
数
の

医
療
機
関
で
薬
を
も
ら
う
場
合
に

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
飲
み
合
わ

せ
を
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

【
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談
】

　

夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
病
気
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
症
状
へ
の
対
応
方
法

な
ど
に
つ
い
て
看
護
師
な
ど
が
電

話
で
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

医
療
機
関
の
受
診
に
つ
い
て
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

▽
相
談
時
間

　

・
月
～
金
曜
日　
午
後
７
時
～
午

　
前
８
時
（
翌
朝
）

　

・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

　
始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

　
午
後
６
時
～
午
前
８
時（
翌
朝
）

　
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談（
岡
山
県
）

☎
＃
８
０
０
０

☎
０
８
６-

２
７
２-

９
９
３
９

　

市
民
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

相問

【
将
来
の
大
き
な
支
え
に
】

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
て
、
保
険
料
を

出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
す
る
た
め
、
年
金
の
給
付
は

生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

【
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
】

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や

「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
と
さ

れ
る
学
生
の
た
め
の
制
度
で
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
人
で
す
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

※
学
生
納
付
特
例
と
若
年
者
納
付

　

猶
予
申
請
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

　

た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を

　

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

　

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

　

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ

　

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将

　

来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す
る

　

た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保

　

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

　
「
追
納
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め

　

し
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０　

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

問問

☎

▽

小学校の調理実習で郷土料理を紹介

  

瀬
戸
内
市
成
人
式
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岡
山
県
の
栄
養
委
員
活
動
は
、

食
糧
が
十
分
で
な
く
栄
養
不
足
の

た
め
乳
児
死
亡
率
が
高
か
っ
た
昭

和
20
～
30
年
代
に
か
け
て
、
子
ど

も
た
ち
の
命
を
守
り
た
い
と
い
う

願
い
か
ら
始
ま
り
、
50
年
以
上
も

の
長
き
に
わ
た
っ
て
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　
愛
育
委
員
会
は
、
市
民
の
健
康

の
保
持
増
進
に
関
す
る
活
動
を
市

か
ら
任
命
さ
れ
た
組
織
で
す
。

　
３
８
７
人
の
愛
育
委
員
が
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
】

　
愛
育
委
員
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
た
家
庭
を
訪
問
し
、
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
手
紙
と
手
作

り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
渡
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
乳
幼
児
健
診
の
案
内
を

届
け
る
際
に
は
、「
何
か
心
配
な

こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
声
掛
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
健
診
の

会
場
で
は
、
普
段
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
相
談
で
き
る

よ
う
、
託
児
を
受
け
持
っ
て
子
育

て
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

【
健
康
に
関
す
る
活
動
】

　
愛
育
委
員
は
、
健
康
に
関
す
る

啓
発
活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
担
当
地
区
の
家
庭
を
訪
問
し
、

が
ん
検
診
受
診
券
を
配
布
し
て
受

  
栄
養
委
員
の
活
動

  

愛
育
委
員
の
活
動

　
栄
養
委
員
は
、
食
事
を
通
じ
て

健
康
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
市
か
ら
栄
養
に
関

す
る
仕
事
を
任
さ
れ
、
現
在
は

２
２
７
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
栄
養
委
員
は
、
活
動
を
通
し
て

健
康
づ
く
り
に
お
け
る
食
の
重
要

性
や
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
習
得
し

た
食
に
関
す
る
知
識
を
家
族
や
知

人
な
ど
に
伝
え
広
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
を
対
象
に
食
育
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

【
食
を
通
じ
た
地
域
の
健
康
づ
く
り
】

　
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
食
育
活

動
で
は
、
小
・
中
学
校
で
行
う
調

理
実
習
へ
の
協
力
、
高
等
学
校
文

化
祭
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
行
う
ほ

か
、
親
子
料
理
教
室
で
、
朝
食
の

重
要
性
、
箸
の
上
手
な
使
い
方
、

食
事
マ
ナ
ー
な
ど
に
つ
い
て
助
言

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
人
を
対
象
に
し
た
食
育
活
動

で
は
、
対
象
者
の
年
齢
層
や
生
活

習
慣
に
合
わ
せ
て
、
毎
日
の
食
事

に
牛
乳
・
乳
製
品
を
取
り
入
れ
る

こ
と
を
勧
め
る
「
骨
太
ク
ッ
キ
ン

グ
」
や
低
栄
養
予
防
を
目
的
と
し

た
「
シ
ル
バ
ー
料
理
教
室
」、「
男

性
の
た
め
の
料
理
教
室
」
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
離
乳
食
講
習
会
や
乳
幼

児
健
診
、
地
域
で
の
文
化
祭
や
保

健
福
祉
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で
市
の
特

産
物
を
使
用
し
た
試
食
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
糖
尿
病
予
防
を
目
的

と
し
た
、
野
菜
３
５
０
㌘
摂
取
の

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
栄
養
委
員
の
活
動
へ
の
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

診
を
呼
び
掛
け
た
り
、
健
康
づ
く

り
通
信
を
発
行
し
て
健
康
に
関
す

る
情
報
発
信
を
し
た
り
、
商
業
店

舗
や
駅
な
ど
で
、
が
ん
や
生
活
習

慣
病
予
防
、
禁
煙
の
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
福
祉
施
設
利
用
者
と
の
交
流
】

　
そ
の
他
に
市
内
の
福
祉
施
設
な

ど
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
を
行
い
、

利
用
者
と
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

愛
育
委
員
は
、
地
域
の
健
康

づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
近
年
、
核
家
族
化
が
進
み
地
域

で
交
流
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
子
育
て
の
悩
み

を
相
談
す
る
相
手
が
身
近
に
い
な

い
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ

り
独
居
高
齢
者
の
生
活
上
の
問
題

が
深
刻
化
す
る
、
日
々
忙
し
い
生

活
を
送
る
中
で
、
食
生
活
に
お
い

て
栄
養
が
偏
る
、
不
規
則
な
食
事

に
よ
り
肥
満
や
生
活
習
慣
病
が
増

加
す
る
な
ど
の
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
愛
育
委
員

と
栄
養
委
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

▽

手作りマスコット



　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応 …応募先 資 …資料請求先 届…届出先 通…通告先

  
平
成
26
年
分
確
定
申
告

　
平
成
27
年
２
月
16
日
（
月
）
～

３
月
16
日
（
月
）（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）午
前
９
時
～
午
後
５
時（
受

付
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
会
場

　

・
西
大
寺
税
務
署
（
岡
山
市
東
区

　
西
大
寺
中
２-

24-

13
）

　

・
マ
マ
カ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
14-

１
）

※
通
常
、
土
・
日
曜
日
は
、
申
告

　
相
談
を
行
い
ま
せ
ん
が
、
マ
マ

　

カ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
平

　
成
27
年
２
月
22
日
と
３
月
１
日

　

の
日
曜
日
に
限
り
、
申
告
相

　
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
マ
マ
カ

　
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
駐
車
場
は
有

　
料
で
す
。

【
一
部
添
付
書
類
の
省
略
も
で
き
る

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し
て

所
得
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と

一
部
添
付
書
類
の
提
出
が
省
略
で

き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
e-tax.nta.go.jp/

）
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
相

談
が
、平
成
27
年
2
月
16
日
（
月
）

か
ら
3
月
16
日
（
月
）
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は
、

早
め
に
書
類
な
ど
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
平
成

27
年
1
月
5
日
（
月
）
か
ら
税
務

署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
確
定
申
告
書
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.nta.go.jp/

）
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら

作
成
で
き
ま
す
。

【
税
務
署
の
申
告
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
】

　
青
色
申
告
、
消
費
税
申
告
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、
株
式
、

土
地
等
の
譲
渡
所
得
、
本
人
死
亡

の
場
合
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
税

務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
が
開
設
す
る
申
告
相
談
の
開

　
催
日
程
は
、
本
紙
2
月
号
に
掲

　
載
予
定
で
す
。

【
税
務
署
の
申
告
相
談
日
程
】

▽
相
談
日
時

※
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

　
ム
（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）
は
、
本
年

　
度
か
ら
市
の
申
告
相
談
会
場
に

　
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
添
付
書
類
は
原
本
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
】

　
添
付
書
類
は
原
本
を
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。
給
与
や
年
金
の
源
泉

徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収
書
、
国

民
年
金
保
険
料
な
ど
の
納
付
証
明

書
な
ど
は
原
本
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
コ
ピ
ー
不
可
）。

　
な
お
、
源
泉
徴
収
票
、
納
付
証

明
書
な
ど
は
平
成
27
年
2
月
上
旬

ま
で
に
交
付
さ
れ
る
予
定
で
す

が
、
こ
れ
ら
の
原
本
が
な
い
と
き

は
申
告
書
を
提
出
す
る
ま
で
に
再

発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

給
付
金
の
申
請
は
お
早
め

  

に
!!
締
切
間
近
で
す
！

　
事
業
用
償
却
資
産
を
所
有
し
て

い
る
個
人
・
法
人
は
、
当
該
償
却

資
産
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
申
告

書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
申
告
書
は
税
務
課
に
あ
り

ま
す
。

▽
申
告
が
必
要
な
人

　
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
法

人
（
工
場
や
商
店
な
ど
を
営
ん
で

い
る
人
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を

貸
し
付
け
て
い
る
人
、
農
業
者
、

漁
業
者
な
ど
）
の
う
ち
、
平
成
27

年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
用
の
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

▽
申
告
す
べ
き
資
産

　
平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
瀬
戸
内
市
内
に
所
在
す
る

事
業
用
償
却
資
産
（
自
己
が
使
用

し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
他
人
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）。

　
た
だ
し
、
大
型
特
殊
自
動
車
以

外
の
自
動
車
な
ど
で
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

も
の
や
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、漁
業
権
、特
許
権
な
ど
）、

繰
延
資
産
（
創
立
費
、
開
発
費
な

ど
）
や
少
額
資
産
は
申
告
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
提
出
期
限　
平
成
27
年
２
月
２
日（
月
）

　
　

税
務
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

申
問

・
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

西
大
寺
税
務
署　

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
８
１
５

　

・
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

税
務
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

問

【
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
金
額

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

　
平
成
26
年
1
月
1
日
か
ら
同
年

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民

健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
市
県
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し

引
か
れ
た
場
合
は
、
年
金
受
給
者

本
人
の
控
除
と
な
り
、
口
座
振
替

で
納
め
た
場
合
は
、
口
座
名
義
人

の
控
除
と
な
り
ま
す
。

　
1
年
間
の
納
付
額
を
知
り
た
い

人
は
、
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持
参
の

上
、
担
当
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

　

料
に
つ
い
て

　

税
務
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ

　

い
て

　

市
民
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
８

【
記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
】

　
個
人
で
事
業
（
農
業
を
含
む
）

　
市
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
人
や
子

育
て
世
帯
へ
の
負
担
を
和
ら
げ
る

た
め
に
支
給
さ
れ
る
「
臨
時
福
祉

給
付
金
」「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
申
請
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
し

た
。
支
給
対
象
者
で
、
申
請
を
済

ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
早
目
に
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で

に
申
請
し
な
い
場
合
は
、
給
付
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
支
給
対
象

者
で
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い

人
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
請
か
ら
給
付
金
の
振

り
込
み
ま
で
は
、
１
～
２
カ
月
か

か
り
ま
す
。

▽
申
請
期
限　
平
成
27
年
２
月
２
日

　
（
月
）（
当
日
の
消
印
有
効
）

　

・
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

　
　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
６
６
０

　

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

に
つ
い
て

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

８
６
６
１

  

償
却
資
産
の
申
告
が

  

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

申
問

申
問

や
不
動
産
貸
付
な
ど
を
行
う
全
て

の
人
は
、
平
成
26
年
1
月
か
ら
、

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
申
告
が
必
要
か
ど
う
か
、
確
認

し
て
み
ま
し
ょ
う
】

　

８
ペ
ー
ジ
下
の
申
告
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
で
申
告
が
必
要
か
ど
う

か
、
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ

の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
掲
載
し
て

い
な
い
事
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

問 問

　
す
ま
い
給
付
金
は
、
消
費
税
率

引
き
上
げ
に
よ
る
住
宅
取
得
者
の

負
担
を
緩
和
す
る
た
め
に
創
設
さ

れ
た
制
度
で
す
。

　
収
入
額
の
目
安
が
５
１
０
万
円

  

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

  

を
受
け
付
け
ま
す

　
平
成
27
年
度
の
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物

品
の
製
造
・
販
売
、
役
務
の
提
供

な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
請
者
資
格
要
件
、
提
出
書
類

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　
平
成
27
年
１
月
５

　
日
（
月
）
～
２
月
27
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

　
　

契
約
管
財
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
６

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/

申
問 以

下
の
人
を
対
象
に
、
収
入
に
応

じ
て
最
大
30
万
円
給
付
さ
れ
ま

す
。申
請
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

す
ま
い
給
付
金
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
６
４-
１
８
６

【
Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
】

☎
０
４
５-

３
３
０-

１
９
０
４

HPhttp://sum
ai-kyufu.jp/

（
す
ま
い
給
付
金
事
務
局
）

問

  

す
ま
い
給
付
金
を

  

知
っ
て
い
ま
す
か
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申告が必要かどうか、確認してみましょう。
平成27年1月1日現在、
瀬戸内市に住んでいる

はい

平成26年中に
収入があった

平成26年中に
給与収入があった

平成26年中に
年金収入があった

いいえ

平成26年分の給与について
年末調整がされている

給与を2カ所以上からもらっており、
年末調整をされていない給与がある

給与以外に年金・報酬
などの所得があった

勤務先から瀬戸内市へ
「給与支払報告書」が
提出されている

※このフローチャートは、一般的な事例です。ここに載っていない事例もありますので、詳しくはお問い合わせください。

給与収入があった人にお尋ねします

確定申告を
してください
確定申告をすれば、市県
民税の申告は不要です

確定申告を
してください

市県民税の申告を
してください確定申告および市県民税の

申告をする必要はありません

ただし、給与以外の所得の合
計額が20万円以下の人は市
県民税の申告をしてください

ただし、所得よりも控除が大き
い場合や収入より経費が多い場
合には市県民税の申告をしてく
ださい

確定申告を
してください
ただし、年末調整をされて
いない給与の収入金額（所
得金額でないので注意）と
各種の所得金額（給与所得
と退職所得を除く）との合計
額が20万円以下の人は市県
民税の申告をしてください

瀬戸内市に市県民税の申告
をする必要はありません
平成27年1月1日にお住まいの市
区町村に相談してください

所得・課税証明書の発行や国民健
康保険税の算定などのため
市県民税の申告が必要な
場合があります

確定申告または市県民税の
申告が必要な場合があります
年金収入が400万円以下であり、か
つその他の所得が20万円以下の人
でも、所得税の還付を受ける場合
は、確定申告をしてください。ただ
し、還付を受けない場合でも、市県
民税が減額になる場合は、市県民税
の申告をしてください

確定申告をしてください

申告フローチャート（流れ図）



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

募　
　

集

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
の
市
民

活
動
応
援
補
助
金
の
交
付
事
業
を

公
募
し
ま
す
（
自
治
会
活
動
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
除
く
）。

　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
活

性
化
の
た
め
の
事
業
や
個
性
豊
か

で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
事
業
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
市

民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
同
補

助
金
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
補
助
金
の
交
付
は
平

成
27
年
度
予
算
の
成
立
が
前
提
と

な
り
ま
す
。

▽
補
助
金
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
上
限
は
２
０
０
万
円

▽
対
象
団
体　
主
な
団
体
の
要
件

　
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
構
成
員
が
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

　
在
学
者
が
５
人
以
上
で
あ
り
、

　
そ
の
２
分
の
１
以
上
が
市
内
在

　
住
者
で
あ
る
こ
と

　

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

　

・
定
款
や
規
約
な
ど
が
あ
る
こ
と

▽
公
募
期
間　

平
成
27
年
１
月
５

　
日
（
月
）
～
２
月
19
日
（
木
）

【
補
助
金
説
明
会
】

　
市
民
活
動
応
援
補
助
金
の
趣
旨

や
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
27
年
１
月
13
日（
火
）

　
午
後
７
時
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
役
所

　
　

企
画
振
興
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

  

市
民
活
動
応
援
補
助
金  

  

交
付
事
業
を
公
募
し
ま
す

　

防
衛
省
で
は
、
高
卒
（
見
込

含
）
21
歳
未
満
の
人
を
対
象
と
し

た
防
衛
大
学
校
の
学
生
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
入

校
は
、
平
成
27
年
4
月
上
旬
の
予

定
で
す
。

▽
試
験
日
　

　

・
１
次　
平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）

　

・
２
次　
平
成
27
年
３
月
13
日
（
金
）

▽
種
目　
防
衛
大
学
校　
一
般（
後
期
）

▽
受
付
期
間　
平
成
27
年
１
月

　
21
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

　
　

自
衛
隊
岡
山
募
集
案
内
所

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

HPhttp://www.mod.go.jp/pco/okayama/

申
問

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地
（
団
地
名
、所
在
地
、

　

構
造
、
規
格
、
戸
数
）

　

・
中
村
団
地
、

　
牛
窓
町
長
浜
３
６
３
０-

１
、

　

簡
耐
２
階
建
、
３
D
K
、
１
戸

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日

　
平
成
27
年
２
月
１
日
（
日
）

▽
申
込
期
間

　
平
成
27
年
１
月
５
日
（
月
）
～

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

  

防
衛
大
学
校
の
学
生

  

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

▽
日
時　
平
成
27
年
１
月
15
日（
木
）

　
午
後
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
コ
ツ

▽
講
師　

浅
海
昇
氏
（
内
科
医
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
申
込
期
間　
平
成
27
年
１
月
５

　
日
（
月
）
～
14
日
（
水
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

　
16
日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時
15
分

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

　
本
め
す
す
す今月のお

「
よ
の
な
か
」
に
は
、
面
白
い
こ
と
や
楽

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い
問

題
や
争
い
事
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
環

境
、
医
療
、
食
品
な
ど
私
た
ち
の
生
活

に
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を

利
用
し
て
世
界
全
体
の
状
況
を
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

日
本
と
世
界
の
し
く
み
が
わ
か
る
！

よ
の
な
か
マ
ッ
プ

BooKs

申
問

応
問

催
し
物

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
企

画
展
「
生
誕
１
０
０
年　
緑
川
洋

一
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
色
彩
の
魔
術
師
」
と
し
て

知
ら
れ
る
写
真
家
・
緑
川
洋
一

（
１
９
１
５-

２
０
０
１
年
）
は

岡
山
県
邑
久
郡
裳
掛
村
（
現
・

瀬
戸
内
市
邑
久
町
）
に
生
ま
れ
、

２
０
１
５
年
に
生
誕
１
０
０
年
を

迎
え
ま
す
。
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

で
は
、
今
後
、
数
年
ご
と
に
テ
ー

マ
を
設
け
て
、
瀬
戸
内
市
ゆ
か
り

の
作
家
・
緑
川
洋
一
の
展
覧
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
皮
切
り
と
な
る
今
回
は
、

今
後
の
テ
ー
マ
展
を
見
据
え
た
総

合
展
と
し
て
緑
川
の
全
貌
を
紹

介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
「
私
は
目
で
見
た
事
実
よ
り
も
、

自
分
の
心
に
よ
り
真
実
な
ほ
う
を

大
切
に
し
た
い
」、
そ
う
語
る
緑

川
洋
一
が
独
自
の
対
象
の
見
方
と

表
現
に
よ
っ
て
創
り
あ
げ
た
世
界

に
は
、
叙
情
性
と
と
も
に
写
真
に

よ
る
表
現
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
「
色
彩
の
魔
術
師
」
た
る
由
縁

と
な
っ
た
長
時
間
露
出
や
多
重
露

光
な
ど
、
特
殊
撮
影
に
よ
っ
て
独

自
の
色
を
表
現
し
た
代
表
作
と
と

も
に
、
そ
の
作
風
が
確
立
さ
れ
る

ま
で
の
昭
和
20
年
代
の
作
品
や
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
の
優
品
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
期
間　

平
成
27
年
1
月
23
日（
金
）

　
～
3
月
1
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
1
月
26
日
（
月
）、

　
2
月
2
日
（
月
）、9
日
（
月
）、

　
12
日
（
木
）、
16
日
（
月
）、
23

　
日
（
月
）
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
入
館

  

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年

  「
防
災
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問

▽

緑川洋一「灯台に戯れる」1964 年

　
幼
稚
園
や
保
育
園
に
通
っ
て
い

な
い
乳
幼
児
を
対
象
に
、
次
の
表

の
と
お
り
子
育
て
の
場
と
し
て
幼

稚
園
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
徒
歩
、
自
転
車
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

園庭開放日
幼稚園名 問い合わせ先☎ 1 月 2 月 3 月 開放時間

牛窓東 0869-34-2104 14 日（水）、
21 日（水）

4 日（水）、
25 日（水） 20 日（金） 午前 9 ～ 11 時

牛窓北 0869-34-3742 15 日（木） 19 日（木） 19 日（木） 午前 9 ～ 11 時

今城 086-943-8715 13 日（火） 3 日（火） 24 日（火） 午前 9 ～ 11 時

邑久 0869-22-0027 20 日（火） 17 日（火） 20 日（金） 午前 9 ～ 11 時

美和 0869-26-3445 13 日（火） 10 日（火） 24 日（火） 午前 9 ～ 11 時

国府 0869-26-3446 13 日（火） 10 日（火） 24 日（火） 午前 9 ～ 11 時

行幸 0869-26-3447 13 日（火） 10 日（火） 24 日（火） 午前 9 ～ 11 時

  
幼
稚
園
の
園
庭
開
放

　
毎
年
1
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
1
月
15
日

か
ら
1
月
21
日
ま
で
は
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。

　
市
で
は
、
国
崎
信
江
氏
を
講
師

に
迎
え
、
家
庭
や
地
域
で
で
き
る

防
災
対
策
を
学
ぶ
「
防
災
ま
ち
づ

く
り
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
参
加
者
（
先
着

３
０
０
人
）
に
は
、
防
災
グ
ッ
ズ

を
贈
呈
し
ま
す
。
手
話
通
訳
、
要

約
筆
記
も
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

週
間
」
中
は
、
同
会
場
に
て
東
日

本
大
震
災
な
ど
の
災
害
写
真
展
も

行
い
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
27
年
１
月
17
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

※
駐
車
場
は
、
中
央
公
民
館
、
邑

　
久
高
等
学
校
正
門
向
か
い
、
邑

　
久
高
等
学
校
、瀬
戸
内
市
役
所
、

　
Ｊ
Ａ
尾
張
倉
庫
（
市
役
所
向
か

　
い
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
演
題　
家
庭
や
地
域
の
防
災
対
策

　
～
自
分
を
・
大
切
な
人
を
守
る

　
た
め
に
～

　

危
機
管
理
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

横浜市生まれ。危機管理アドバイザー。
危機管理教育研究所代表。
女性や生活者の視点で防災・防犯対策を
提唱している。
地震調査研究推進本部政策委員会などの
国や自治体の防災関連の委員を務める。
現在は講演やテレビ、新聞などのメディ
アに情報提供を行っているほか、被災地
での支援活動を継続的に行っている。
主な著書に『決定版！巨大地震から子ど
もを守る 50 の方法』（ブロンズ新社）『サ
バイバルブック―大地震発生その時どう
する ? 』（日本経済新聞出版社）などが
ある。

国崎 信江
Nobue Kunizaki

問
日
能
研
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
…
編

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

  

企
画
展
「
生
誕
１
０
０
年

  

緑
川
洋
一
展
」
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新
図
書
館
新
築
工
事
が

落
札
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
26
年
12
月

5
日
に
実
施
し
た

一
般
競
争
入
札

で
、
新
瀬
戸
内
市

立
図
書
館
新
築
工
事
が
落
札
さ
れ

ま
し
た
。

　

着
工
は
平
成
27
年
1
月
、
完
成
は

同
年
12
月
末
の
予
定
で
す
。

▽
落
札
者

　

新
瀬
戸
内
市
立
図
書
館
新
築
工
事

中
国
建
設
工
業
株
式
会
社
・
康
愛
産

業
株
式
会
社
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

▽
落
札
価
格

　

７
７
０
、０
０
０
、０
０
０
円（
税
抜
）

　

社
会
教
育
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
７

問▽

新
図
書
館
パ
ー
ス
全
景

　
（
既
設
の
中
央
公
民
館
を
含
む
）

新図書館

中央公民館



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

人の動き《平成 26 年 12 月 1 日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，５０９人 （＋　４） 男 １８，３８２人  （＋　６）

世帯 １５，１６９世帯 （＋３２） 女 ２０，１２７人  （－　２）

12015 年 　　 月の予定

　

紅白なます（おせち料理）

神宝こずえさん（瀬戸内べじたぶる）です

◆材料
●ダイコン（150g） ●ニンジン（40g）

◆作り方
①ダイコンとニンジンは千切りにして、塩を振り、
　しんなりしたら軽く絞る。
②①をＡの甘酢であえる。
※しばらく置くと、味がなじんでおいしい。
※ダイコンのかわりにカブを使っても良い。
※ユズの千切りを載せたり、ユズの中身をくりぬい
　て、なますを入れたりしても良い。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

Ａ
●酢（大さじ 2）
●砂糖（大さじ 1 と 1/2）

●塩（小さじ 1/2）
●だし汁（大さじ 1）

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談� 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９ - ２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９ - ３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談�
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）�
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
⑪子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障害専門相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

　

備
前
地
域
で
は
、
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
や
ブ
プ
レ
ウ
ラ
ム
な
ど
県

を
代
表
す
る
花
が
生
産
さ
れ
て
お

り
、出
荷
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

  

今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
、
感

謝
の
気
持
ち
を
地
元
産
の
花
に
込

め
て
大
切
な
人
に
贈
る
、
フ
ラ

ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
備
前
県
民
局
で
は
、
備
前
地
域

の
花
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー
オ
ブ

ジ
ェ
の
展
示
や
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

  
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

  
を
知
っ
て
い
ま
す
か

（
数
量
限
定
）
の
ほ
か
、オ
ブ
ジ
ェ

の
写
真
を
活
用
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
備
前
地
域
の
特
産
品
や

花
が
抽
選
で
当
た
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）、

　
31
日
（
土
）

▽
場
所　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
山
５
階

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
台
所
」
内

　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

　
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
畜
産
物

生
産
課

☎
０
８
６-

２
３
３-
９
８
２
７

問

　
１
１
０
番
は
、「
県
民
の
皆
さ

ん
と
警
察
を
結
ぶ
緊
急
時
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
と
し
て
、
事
件
や
事

故
な
ど
各
種
事
案
の
早
期
解
決
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
が
、
事
件
や
事

故
に
遭
っ
て
困
っ
た
と
き
や
、
事

件
や
事
故
を
目
撃
し
た
と
き
に

は
、
一
刻
も
早
い
１
１
０
番
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
通
報
の
内
容
は
、
専
門
の
警
察

官
が
順
番
に
尋
ね
ま
す
の
で
、「
落

ち
着
い
て
、正
し
く
、は
っ
き
り
」

答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
警
察
署
の
電
話
番
号
の

問
い
合
わ
せ
や
相
談
事
な
ど
、
急

を
要
さ
な
い
要
件
で
の
１
１
０
番

の
利
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な

い
、
落
と
し
物
、
免
許
の
更
新
な

ど
に
関
す
る
警
察
へ
の
問
い
合
わ

せ
は
、最
寄
り
の
警
察
署
や
交
番
、

駐
在
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
急
を
要
さ
な
い
警
察
安
全

相
談
や
要
望
、
意
見
な
ど
は
警
察

総
合
相
談
電
話
（
＃
９
１
１
０
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

瀬
戸
内
警
察
署

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
１
０

相　
　

談

問

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
を
受

給
で
き
る
場
合
は
、
児
童
扶
養

手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手

当
額
よ
り
低
い
人
は
、
そ
の
差

額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
参
考
：
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
】

（
平
成
26
年
４
月
か
ら
）

子
ど
も
１
人
の
場
合

全
部
支
給
：
４
万
１
、０
２
０
円

一
部
支
給
：
４
万
１
、０
１
０
円

～
９
、６
８
０
円
（
所
得
に
応
じ

て
決
定
さ
れ
ま
す
）

　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

問

　
岡
山
県
で
は
、
県
内
で
本
格
的

に
農
業
を
始
め
た
い
人
を
対
象
と

し
た
「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
就
農

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
専
門
の
就
農
相
談
員
が
岡
山
県

農
業
の
特
徴
や
就
農
ま
で
の
手

  

晴
れ
の
国
お
か
や
ま

  

就
農
相
談
会

順
、
各
種
研
修
制
度
な
ど
、
就
農

に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
ほ
か
、
農
業
法
人
へ
の
就

職
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。
入

場
は
無
料
で
、予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
平
成
27
年
２
月
21
日
（
土
）

　
午
後
１
～
４
時

▽
場
所　

サ
ン
・
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ

　
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２-

３-

31
）

　
岡
山
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
４
２
３

問

1 木 元日
2 金
3 土
4 日

5 月 官公庁仕事始め
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 火
7 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

8 木 ⑪ 2 歳児健診【対象：平成 24 年 9 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

9 金 ⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

10 土

11 日
体 歩こう会　熊野神社コース　8：29 邑久駅発赤穂線
体 瀬戸内市冬季ソフトバレーボール大会
　8：00 ～　牛窓中学校体育館、牛窓町民体育館

12 月 成人の日
13 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

14 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑪ 1 歳 6 か月児健診【対象：平成 25 年 6 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

15 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

16 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

17 土 体 瀬戸内市新春ペタンク大会　8：30 ～　出島公園（牛窓）

18 日
19 月

20 火 体 瀬戸内市夜間卓球大会　19：00 ～　牛窓町民体育館
※ 2 月 17 日まで毎週火曜日に実施

21 水

①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 26年 4月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

22 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

23 金 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

24 土 体 瀬戸内市民体協コンペ　9：00 ～　長船カントリークラブ

25 日 体 瀬戸内市冬季バレーボール大会　9：00 ～　牛窓町民体育館

26 月
27 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

28 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑪３歳児健診【対象：平成 23 年 7 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

29 木
30 金 ⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船

31 土

刀 美

「
古
刀
・
新
刀
・
新
々
刀
か
ら
現
代
刀
ま
で
」（
～
平
成
27
年
１
月
18
日
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

佐
竹
徳
展 （
～
平
成
27
年
１
月
18
日
）

休
館
日

４
階
休
館

休
館
日

休
館
日
（
展
示
替
え
）

休
館
日

休
館
日

   　生誕１００年　緑川洋一展 （平成 27 年 1 月 23 日～ 3 月 1 日）美

　打初式（うちぞめしき）
　平成 27 年 1 月 11 日（日）　午前 9 時〜
※年始最初の古式鍛錬の際に、打初式を行います。
　式中に玉圧し（たまへし：玉鋼の硬軟を選別す
　るため、叩き延ばし、水で急冷して焼きを入れ
　る）を行います。見学者にも叩いていただくこ
　とがあります。

刀

△古式鍛錬

２月２日（月）が納期の市税・保険料
市県民税【４期】国民健康保険税【７期】
介護保険料【７期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

   　無骨・粋　尾張の刀剣展 （平成 27 年 1 月 22 日～ 3 月 22 日）刀

  

１
月
10
日
は

  

１
１
０
番
の
日
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics
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縁
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幸
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（
邑
久
町
豊
安
）

目
白
二
羽
八
つ
手
の
花
を
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み
て

枝
渡
り
つ
つ
戯
れ
る
如
し

 
 

朝
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好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

言
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や
ま山
奥
山
訪と

い
行
か
ん

夢
に
は
ぐ
れ
し
花
を
尋
ね
て

 

桂
舟　
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

嬰
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舟
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奥
山　
寿
子
（
邑
久
町
大
窪
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 

（
敬
称
略
）

わが家の宝１歳です！

 Rui
 平成 25年 4月 4日生まれ

井野戸琉
る い

色ちゃん
お住まい　邑久町大窪
ひとこと　
元気でたくさん笑って大きくなってね！

（父 隼人さん　母 ゆかさん）

市民ギャラリー

▼

山
本
敏
子
さ
ん

　防  災訓練などで活用 宝くじ助成金で防災資機材を整備　

　（財）自治総合センターの宝くじ助成金（地域防災

組織育成助成事業）を活用して、大富町内会自主防災

会が、発電機や投光器、トランシーバー、煮炊きレン

ジ、簡易トイレなどの防災資機材を整備しました。

　今後、防災訓練などの自主防災活動で活用していき

ます。

　市が認定する自主防災

組織であれば、宝くじ助

成金を利用できます。

　詳しくは、危機管理課

へお問合せください。

　危機管理課　☎０８６９-２２ - ３９０４

　11 月 10 日、ゆめトピア長船（長船町土師）

で戦没者追悼式が行われました。

　式典には、明治維新以降太平洋戦争などで犠

牲になった戦没者 1378 柱の遺族の皆さんなど

約 200 人が参列しました。

　君が代斉唱、黙とうに続き、武久顕也市長が

「尊い犠牲により築かれた郷土の保全と発展に

英知を出し合い、しあわせ実感都市瀬戸内を目

指す」などと式辞を述べました。その後、来賓

や遺族など参列者の皆さんは、市職員から白菊

を手渡されると、祭壇の前に献花を行い、戦没

者に鎮魂の祈りをささげました。式辞を述べる武久顕也市長（写真中央）

　戦 没者に鎮魂の祈り 瀬戸内市戦没者追悼式

　美和地区コミュニティー
協議会では、「元日の日の
出を見る会」を開催します。
　瀬戸内海から昇る素晴ら
しい元日の日の出を見ませ
んか。
　申し込みは不要で、参加
費は無料です。甘酒接待の
準備をしています。ぜひお

瀬戸内海から昇る元日の日の出を見ませんか
元日の日の出を見る会

越しください。

▽日時　平成 27 年 1 月 1 日（木・祝）　午前 6 時 30 分～　
　午前 7 時 30 分（雨天中止）

▽場所　美和神社東広場（長船町西須恵）
※須恵古代館から県道沿いに約 100㍍北東にある「美和神社
　登り口」の標識から南東に約 1、5㌔（駐車場有り）
　美和地区コミュニティー協議会「歩く会」重康さん
☎０８６９-２６ - ３２９０
問

問 大富町内会自主防災会が整備した防災資機材

美和神社東広場から望む日の出

 Kaho
 平成 25年 9月 10日生まれ清家果

か ほ

歩ちゃん
お住まい　長船町長船
ひとこと　
笑顔がステキな果歩ちゃん♪
これからも健康にスクスク育って下さい(^o^)
（父 綱之さん　母 綾子さん）
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　瀬戸内市文化祭が、牛窓町・中央（邑久）・

長船町公民館で開催されました。それぞれの会

場には、多くの来場者が訪れ、練習を重ねた公

民館グループ会員による発表や丁寧に作り込ま

れた展示品などを見て回りました。

　中央公民館では、竹久夢二生誕 130 年を記

念して、10 月 25 日に夢二郷土美術館館長代理

小嶋ひろみ氏を講師に招き、講演が行われました。

　また、ソプラノ歌手出口裕子氏による夢二が

作詞した曲を歌うコンサートも開催されました。

　長船町公民館では、講座受講生や愛好家らに

よる備前長船菊花展も行われました。

　活 動の成果を披露 瀬戸内市文化祭・備前長船菊花展　

白峰銭太鼓（牛窓町公民館）（左上）／備前長船菊花展（長船町公民館）（左下）／「夢二
とふるさと」と題して講演を行った小嶋ひろみ氏（中央公民館）（右）


